
会 議 録 

件 名 令和３年度 第 10 回丹波市選挙管理委員会 

日 時 
令和４年３月１日  

午後１時 30 分～午後２時 00 分 

場 

所 

丹波市役所２階 

中会議室 

出席者 
矢本正巳委員長、中西邦雄委員長職務代理者、芦田孝紀委員、足立祥子委員 

荒木一書記長、余田憲太書記 

  

１ 開会・・・書記長 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 協議事項 

〇議案第38号 令和４年３月定時登録における選挙人名簿に登録及び選挙人名簿から

抹消する者について 

≪異議なく原案のとおり決定≫ 

〇議案第39号 選挙権を有する者の50分の１、３分の１の数について 

≪異議なく原案のとおり決定≫ 

 

４ その他 

（１）投票所の変更について 

＜書記＞ 
 投票所が体育館であるところの投票所変更について説明。 
＜委員長＞ 

  ・土足でない投票所について、できるだけ土足にするようにしてほしい。 
  ＜委員＞ 

・高齢者は履物を脱ぐのが大変なので、土足がよい。 

  ＜書記＞ 
・参議院選挙に向けてはできるだけ土足になるよう調整する。 

（２）参議院議員通常選挙の主な予定について 

  ＜書記＞ 
  ・７月10日執行と想定した場合の主な予定を説明。 

（３）その他の意見 

＜委員＞ 
  ・議会一般質問について、長期的に投票率アップに向けて考えていくことになるのか。 

＜委員長＞ 
  ・選管のなかで話し合い、学習会等持ちながら、この４年間でできる、できないは別に

して対応していきたい。 

＜委員＞ 
  ・結果的には今のままでいくとしても、何らかの動いたという実績はいると思う。 

＜委員長＞ 
  ・巡回をしている市町があれば、こういう時期なのですぐには無理だが、参考に見に行



くなどしたい。県選管に聞くなども必要。 

＜委員＞ 
  ・特に若い人が対象。投票所を高校に設けることまでは不要と思うが。 

＜委員＞ 
・丹波篠山市が巡回をしている。隣がやっているのにという思いはあると思う。 
＜書記＞ 
・委員長に方針を示していただいたので、先進事例を集めてお伝えする。 
＜委員＞ 

  ・明るい選挙推進協議会の構成も含めて考えてほしい。 

＜委員＞ 
  ・街頭啓発も効果がほとんどないように感じる。拒否される人もいる。そのあたりにも

メスを入れていく必要がある。 

＜書記＞ 
  ・コロナのことや時代の流れを踏まえ、この場で協議していただく必要はあると思って

いる。 

＜委員＞ 
  ・昔は老人会や婦人会などを中心に選挙を盛り上げていこうとしてはじまった。そのあ

たりが解散して、自治協議会などがメンバーになって役職についてくるから明推協に

も出るという人が多くなっている。 

＜書記＞ 
  ・街頭啓発の県下の実施状況を調べておく。 

＜委員＞ 
・先進地の啓発情報もお願いする。取り入れられるものは取り入れたい。 
＜委員＞ 
・丹波篠山市が巡回しているのは無線を使っているのか。どうやって、やっているのか

が気になった。 
＜書記＞ 
・駅でもやっていることがあった。 
＜委員＞ 
・難しい。ミスが発生することもあると思う。 
＜委員長＞ 
・他にはないか。 
＜委員＞ 
・次回開催を９時にしてもらえないか。 
＜書記＞ 
・委員の皆さんで合意していただいたら、そうする。 
＜委員長＞ 
・では次回６月１日は９時からで。 

 

５ 閉  会・・・委員長職務代理者 

 

○ 傍聴人の数・・・０人 

 
 


